
☆次号は4月20日（金）に発行します。☆　
古紙配合率100％
白色度70％の再生紙を使用しています

千代田区制６０周年

平成19年
（2007年）

No.1205

4/5
（毎月５日・２０日に発行）

発行／千代田区　　編集／政策経営部広報広聴課　　〒102-8688  千代田区九段南1-6-11 http://www.city.chiyoda.lg.jp

代表電話
13264-2111

４月８日（日）
東京都知事選挙

投票時間
午前７時～午後８時

千千代代田田区区議議会会議議員員選選挙挙

昭
和
６２
年
４
月
２３
日
以
前
に
生
ま

れ
、
平
成
１９
年
１
月
１４
日
以
前
か
ら

千
代
田
区
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
引

き
続
き
千
代
田
区
に
住
所
を
有
す
る

方
。
な
お
、
投
票
日
ま
で
に
千
代
田

区
外
へ
転
出
し
た
方
は
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

投
票
所
入
場
整
理
券
を
４
月
１６
日

（月）
ご
ろ
に
郵
送
し
ま
す
。

投
票
を
す
る
と
き
は
、
投
票
所
入

場
整
理
券
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。投

票
所
は
、
下
図
表
の
と
お
り
で

す
。
投
票
日
当
日
は
、
指
定
さ
れ
た

投
票
所
以
外
で
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
。
投
票
所
入
場
整
理
券
で
自
分
の

投
票
所
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
第
５
投
票
区
の
投
票
所
が
旧
富
士

見
小
学
校
か
ら
富
士
見
区
民
館

（
富
士
見
出
張
所
・
富
士
見
１
―

６
―
７
）
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

期
日
前
投
票

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
で

投
票
所
へ
行
け
な
い
見
込
み
の
方

は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
を
す
る
と
き
は
、
投

票
所
入
場
整
理
券
を
持
っ
て（
届
い

て
い
な
い
方
は
不
要
）期
日
前
投
票

所
で
宣
誓
書
兼
請
求
書
に
所
定
事
項

を
記
入
し
、
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
病
院
等
で
の
不
在
者
投
票

病
院
に
入
院
し
て
い
る
方
や
老
人

ホ
ー
ム
等
に
入
所
し
て
い
る
方
で
、

投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
い
け
な
い

方
は
、
指
定
さ
れ
た
病
院
や
老
人
ホ

ー
ム
等
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
ま
た
は
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を

お
持
ち
で
、
障
害
や
要
介
護
度
の
程

度
が
定
め
ら
れ
た
等
級
に
該
当
す
る

方
は
、
郵
便
等
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
選
挙
管
理
委
員
会
に
事
前

の
申
請
が
必
要
で
す
。

必ず行こう 明日のために 投票へ

４
月
２２
日
　
に
、
千
代
田
区
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
時
間
は
午
前
７

時
〜
午
後
８
時
で
す
。
明
日
の
区
政
を
託
す
人
を
選
ぶ
選
挙
で
す
。
大
切
な
一
票
を
無

駄
に
せ
ず
、
必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　
1
５
２
１
１
―
４
２
６
８

区のホームページで投・開票情報をお
伝えします。

http://www.city.chiyoda.lg.jp
問合せ 広報広聴課　　　 1５２１１－４１７４

投・開票速報は
ホームページで

▼期日前投票

会　　　場 日　　時

千代田区役所 
（九段南１－６－１１）

　町区民館 
（　町出張所・　町２－８）

和泉橋区民館 
（和泉橋出張所・神田佐久間町１－１１）

４月１６日（月）
　　　　～２１日（土）
午前８時３０分～
　　　　　午後８時

▼投票所一覧

※入場整理券の裏面に投票所の略図があります。

投票区

１ 千代田保健所　町庁舎 平河町２－７－４

２ 　 町 区 民 館 　町２－８

３ 番 町 小 学 校 六番町８

４ 九 段 小 学 校 三番町１６

５ 富 士 見 区 民 館 富士見１－６－７

６

８

千 代 田 区 役 所 九段南１－６－１１

お 茶 の 水 小 学 校 猿楽町１－１－１

９ 千 代 田 保 健 所 神田錦町３ー１０

１０ 神 田 保 育 園 神田淡路町２－１５

１２ 旧 今 川 中 学 校 鍛冶町２－４－２

１３ ふ れ あ い 会 館 神田須田町２－１７

１４ 岩本町ほほえみプラザ 岩本町２－１５－３

１６ 昌 平 小 学 校
( 昌 平 童 夢 館 ）

外神田３－４－７

１５ 和 泉 小 学 校
（ちよだパークサイドプラザ）

神田和泉町１

１１
千 代 田 小 学 校
（ 神 田 さ く ら 館 ） 神田司町２－１６

７
神 保 町 区 民 館  
（神保町ひまわり館） 神田神保町２－４０

投　票　所 所　在　地

他
の
区
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
の
不
在
者
投
票

投
票
日
当
日
お
よ
び
期
日
前
投
票

期
間
に
、
出
張
や
旅
行
な
ど
で
千
代

田
区
外
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方
は
、

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
前
に
千
代
田
区
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
公
報

立
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見

な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
は
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
有
権

者
の
各
世
帯
に
４
月
１９
日
（木）
ご
ろ
郵

送
し
ま
す
。

※
選
挙
公
報
は
出
張
所
な
ど
の
区
の

施
設
に
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

４月２２日（日）�

（日）

投
票
で
き
る
方

入
場
整
理
券
を
忘
れ
ず
に

投
票
日
に
投
票
所
へ

行
け
な
い
方

▲平成18年度明るい選挙啓発ポスター入選
橋明日香さん（昌平小学校）の作品

千
代
田
区
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
新
た
な
才
能
を
発
掘
す

る
こ
と
を
目
的
に
創
設
し
た

「
ち
よ
だ
文
学
賞
」。
第
１
回
は

「
桜
」
を
テ
ー
マ
に
３７２
点
の
応
募

が
あ
り
、
大
賞
に
は
紫
野
貴
李

し

の

き

り

さ
ん
の
作
品
「
櫻
観
音

さ
く
ら
か
ん
の
ん

」
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
の
こ
と
ば
　

『
ち
よ
だ
文
学
賞
』
の
受
賞

作
に
選
ば
れ
た
こ
と
を
、
ま
こ

と
に
光
栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。

受
賞
通
知
を
受
け
取
っ
て
も

実
感
が
わ
か
ず
、
今
も
っ
て
半

信
半
疑
と
い
っ
た
ら
、
笑
わ
れ

る
で
し
ょ
う
か
。

作
仏
工
房
と
い
う
舞
台
設
定

が
、
審
査
員
の
方
々
に
は
新
鮮

に
見
え
て
、
評
価
に
有
利
に
作

用
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し

て
、
標
準
語
と
関
西
弁
が
交
差

す
る
会
話
で
、
地
味
な
ス
ト
ー

リ
ー
を
読
者
に
飽
き
さ
せ
な
い

よ
う
に
配
慮
し
た
点
も
。

昨
年
四
月
に
、
こ
の
文
学
賞
の

募
集
広
告
を
新
聞
で
見
た
と
き
、

閃
光
の
よ
う
に
ア
イ
デ
ィ
ア
が

生
ま
れ
た
の
に
は
、
日
頃
の
創

作
活
動
が
下
地
に
あ
り
ま
し
た
。

草
稿
完
成
か
ら
半
年
を
か
け
て
、

推
敲

す
い
こ
う

を
く
り
か
え
し
た
甲
斐
が

あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
受
賞
に
お
ご
る
こ

と
な
く
、
謙
虚
に
創
作
活
動
に

精
進
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

紫野貴李さん

他
の
受
賞
者
・
ジ
ュ
ニ
ア

文
学
賞
は
２
面
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。
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収
蔵

四
番
町
１
（
四
番
町
歴
史
民

俗
資
料
館
）

所
有
者

千
代
田
区
・
三
谷
久
也

み

た

に

ひ

さ

や

神
田
の
商
家
紀
伊
国
屋
三
谷
家
に

伝
来
し
た
資
料
群
の
う
ち
古
文
書
・

記
録
類
で
す
。
近
世
後
期
か
ら
明
治

時
代
初
期
に
か
け
て
の
金
物
問
屋
紀

伊
国
屋
の
取
引
に
関
す
る
も
の
や
大

正
期
の
株
式
会
社
三
谷
本
店
の
株

券
、
十
代
目
三
谷
長
三
郎

み
た
に
ち
ょ
う
ざ
ぶ
ろ
う

と
そ
の
夫

人
て
い
に
あ
て
ら
れ
た
賞
状
・
感
謝

状
な
ど
で
社
会
事
業
の
実
態
や
軍
部

へ
の
寄
付
、
株
式
会
社
三
谷
本
店
の

経
営
状
況
を
詳
細
に
伝
え
る
重
要
な

資
料
で
す
。
近
世
〜
明
治
初
期
の
家

や
経
営
に
関
す
る
資
料
は
、
江
戸
東

京
中
心
部
の
商
家
の
も
の
と
し
て
ま

と
ま
っ
て
現
存
し
て
い
る
事
例
は
少

な
く
、
希
少
性
が
あ
り
、
一
部
の
日

記
類
な
ど
か
ら
は
、
幕
末
維
新
期
の

地
域
の
動
向
が
う
か
が
え
る
豊
富
な

内
容
を
含
ん
で
い
ま
す
。

「
三
谷
家
文
書
」
は
、
残
存
資
料

が
少
な
く
、
こ
れ
ま
で
断
片
的
な
も

の
を
除
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
神
田
地
域
の
商
家
像
を

伝
え
る
貴
重
な
も
の
で
す
。

所
在
地

町
６
―
４

心
法
寺
境
内
（
墓
地
）

所
有
者

心
法
寺

し

ん

ぽ

う

じ

心
法
寺
の
墓
地
に
所

在
す
る
墓
所
で
、
基
壇

き

だ

ん

は
石
を
組
み
合
わ
せ
土

砂
を
充
填

じ
ゅ
う
て
ん

し
て
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

上
に
墓
標
群
が
置
か
れ
て
お
り
、
４

基
の
宝
篋

ほ
う
き
ょ
う

印
塔

い
ん
と
う

、
１
基
の
笠
付

か
さ
つ
き

方ほ
う

柱
形

ち
ゅ
う
け
い

墓
標

ぼ
ひ
ょ
う

、
１
基
の
舟
形（
有
像
）墓

標
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
基
壇
の
前
面
に
、
３
基
の
燈
籠

と
う
ろ
う

が
あ
り
、
こ
れ
も
松
平
家
墓
所
に
関

わ
り
の
あ
る
物
件
で
す
。

か
つ
て
　
町
・
神
田
に
は
多
数
の

寺
院
が
あ
り
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代

以
来
の
火
災
・
関
東
大
震
災
で
区
外

へ
移
転
し
、
区
内
で
江
戸
時
代
初
期

に
開
か
れ
て
墓
域
が
あ
る
寺
院
と
し

て
は
、
心
法
寺
が
唯
一
の
存
在
で
す
。

こ
の
墓
所
は
心
法
寺
を
菩
提
寺
と
す

る
武
家
墓
所
の
中
で
唯
一
大
名
家
の

も
の
で
、
寛
永
年
間
か
ら
寛
文
年
間

と
い
う
江
戸
時
代
初
期
の
墓
標
が
残

り
、
当
初
の
姿
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
も
の
の
「
江
戸

え

ど

名
所

め
い
し
ょ

図
会

ず

え

」

の
挿
絵
に
も
描
か
れ
る
江
戸
時
代
後

期
の
姿
を
残
し
て
い
る
と
い
う
点

で
、
貴
重
な
存
在
で
す
。

三
谷
家
文
書

み

た

に

け

も

ん

じ

ょ

８
４
２
点

（
江
戸
時
代
後
期
〜
昭
和
20
年
代
）

■
事
業
所
の
見
解
書
の
縦
覧
・
閲

覧評
価
書
案
の
縦
覧
・
閲
覧
を
行
っ

た
結
果
、
都
民
や
関
係
す
る
区
か

ら
出
さ
れ
た
意
見
書
に
対
す
る
事

業
者
か
ら
の
見
解
書
の
縦
覧
・
閲

覧
が
で
き
ま
す
。

期
間

４
月
１２
日
（木）
〜
５
月
１
日

（火）
９
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

縦
覧

（区）
環
境
推
進
課（
区
役
所
４

階
）、
（都）
環
境
局
都
市
地
球
環
境

部
環
境
影
響
評
価
課（
都
庁
第
二

本
庁
舎
８
階
）な
ど

閲
覧

町
出
張
所（

町
２
―

８
）、
和
泉
橋
出
張
所
（
神
田
佐

久
間
町
１
―
１１
）、
四
番
町
図
書

館
（
四
番
町
１
）、
神
田
ま
ち
か

ど
図
書
館
（
神
田
司
町
２
―
１６
）、

ち
よ
だ
パ
ー
ク
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ

図
書
館
（
和
泉
町
１
）

■
公
述
人
の
募
集

事
業
者
の
見
解
書
に
対
し
て
意

見
の
あ
る
方
は
、
公
述
人
と
し
て

応
募
で
き
ま
す
。

募
集
人
数
・
公
述
時
間

２５
人
程

度
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）、

１
人
１５
分
以
内

公
述
の
申
出

次
の
事
項
を
記
載

し
、
申
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
対
象
事
業
の
名
称
・
公
述
人
の

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

電
話
番
号
・
公
述
の
要
旨
（
団

体
等
は
、
そ
の
名
称
・
事
務
所

所
在
地
・
代
表
者
の
氏
名
・
公

述
人
の
役
職
名
と
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
）

申
出
方
法

４
月
１８
日
（水）
〜
５
月

２
日
（水）
（
消
印
有
効
）に
郵
送
ま

た
は
直
接
東
京
都
環
境
局
都
市

地
球
環
境
部
環
境
影
響
評
価
課

審
査
二
係
（
〒
１６３
―
８００１
新
宿
区

西
新
宿
２
―
８
―
１
都
庁
第
二
本

庁
舎
８
階
1

５
３
８
８
―

３
４
５
３
）へ
。

■
都
民
の
意
見
を
聴
く
会

事
業
者
か
ら
の
見
解
書
に
対
し

て
、
事
前
に
募
集
し
た
公
述
人
か

ら
意
見
を
聴
く
も
の
で
す
。

と
き

５
月
１４
日
（月）
１４
時
３０
分
〜

会
場

中
央
区
立
日
本
橋
公
会
堂

（
中
央
区
日
本
橋
蛎
殻
町
１
―
３１

―
１
）

傍
聴

定
員
１２０
人
程
度

※
当
日
１４
時
か
ら
会
場
で
先
着
順

に
傍
聴
券
を
配
布
し
ま
す
（
傍

聴
人
は
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
）。

※
公
述
の
申
出
が
な
い
場
合
、
聴

く
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

「（
仮
称
）大
手
町
１
―
６
開
発
事
業
に
関
す
る
評
価
書
案
」

見
解
書
の
縦
覧
・
意
見
を
聴
く
会

区
内
サ
ー
ク
ル
団
体
の

華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
や
偕か

い

香こ
う

苑え
ん

で
の
茶
道
・
香
道
体

験
、
企
業
や
町
会
の
出
店

な
ど
楽
し
い
催
し
で
す
。

※
小
雨
決
行
（
ス
テ
ー
ジ

の
催
し
に
変
更
が
あ
り

ま
す
）

会
場

清
水
谷
公
園
（
紀

尾
井
町
２
―
１
）

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

４
月

１４
日
（土）
１０
時
〜
１４
時
３０

分
、
出
演
＝
千
代
田
の
杜も

り

少
年
少

女
合
唱
団
、
麹
町
囃
子
、
番
町
小

学
校
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
、
麹
町
中

学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
上
智
大
学
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｌ
Ｅ
ほ
か

偕
香
苑

４
月
１３
日
（金）
・
１４
日
（土）

１０
時
〜
１６
時
、
茶
道
・
香
道
体
験

が
で
き
ま
す
。
偕
香
苑
前
広
場
で

は
傘
と
床
机
で
趣
あ
る
休
憩
所
を

用
意
し
て
抹
茶（
有
料
）を
提
供
し

ま
す
。

公
園
内
ブ
ー
ス

４
月
１４
日
（土）
１０
時

〜
１６
時
、
麹
町
通
り
商
店
会
、
麹

町
婦
人
会
、
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
赤
坂（
旧
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
）、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
な
ど
が

出
店
し
ま
す
。

問
合
せ

麹
町
出
張
所
地
区
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業
実
行
委

員
会
（
麹
町
出
張
所
内
）

1
３
２
６
３
―
３
８
３
１

町出張所地区地域コミュニティ活性化事業

八
重
桜
サ
ン
さ
ん
祭

４
月
１３
・
１４
日

下野皆川藩松平家
しも つ け み な が わ は ん ま つ だ い ら け

墓所
ぼ し ょ

１ヶ所（江戸時代初期）

山
車
人
形（
太
鼓
打
人
形
・
通
称
「
て
け
て
ん
小
僧
」）一
式

（
江
戸
時
代
後
期
）

収
蔵

四
番
町
１
（
四
番
町
歴
史
民

俗
資
料
館
）

所
有
者

千
代
田
区

江
戸
時
代
以
来
、
山
王
社
の
祭
礼

で
　
町
五
丁
目
町
会（
現
在
の
　
町

三
丁
目
の
一
部
地
域
）
の
山
車
に
使

用
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
山
車

人
形
で
す
。
頭
（
２
点
）
と
手
・
足

（
二
対
）、
太
鼓
が
現
存
し
て
い
ま
す

が
、
胴
体
と
装
束
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
形
が
カ
ラ
ク
リ
を
操
作
す
る
こ
と

で
太
鼓
を
打
つ
「
て
け
て
ん
‥
‥
」

と
い
う
擬
音
を
と
っ
て
「
て
け
て
ん

小
僧
」
と
い
う
通
称
で
呼
ば
れ
て
き

ま
し
た
。
震
災
・
戦
災
、
町
会
合
併

な
ど
で
、
山
車
は
姿
を
消
し
、
神
輿

み

こ

し

主
体
の
祭
礼
へ
と
変
化
し
て
い
く
中

で
、
カ
ラ
ク
リ
構
造
を
持
つ
山
車
人

形
と
し
て
も
現
存
す
る
数
少
な
い
貴

重
な
資
料
で
す
。

▲銅鉄物問屋鑑札

▲山車人形

▲太鼓

◆大賞（２００万円）
紫野貴李
し の き り

「櫻
さくら

観音
か ん の ん

」
◆優秀賞（１０万円）
中村
な か む ら

豊
ゆたか

「桜散る」
早瀬
は や せ

徹
とおる

「鞘師
さ や し

勘兵衛
か ん べ え

の義」
◆　坂特別賞（１０万円）
仁科
に し な

友里
ゆ り

「桜を愛
め

でる」

ジュニア文学賞（敬称略、学年は平成18年度時点）
◆小学生（図書カード１万円）
小山
お や ま

諒子
り ょ う こ

（九段小学校３年）・石川
い し か わ

友理
ゆ り

（番町小学校６年）
伊藤
い と う

寿佑
じ ゅ す け

（番町小学校６年）・辻次
つ じ つ ぐ

秀成
ひ で な り

（番町小学校６年）
戸根
と ね

木
き

希
のぞみ

（富士見小学校２年）
◆中学生（図書カード３万円）
平石
ひ ら い し

彩乃
あ や の

（ 町中学校３年）・小坂
こ さ か

理紗
り さ

（大妻中学校２年）
岡部
お か べ

達美
た つ み

（神田一橋中学校１年）・永山
な が や ま

結奈
ゆ い な

（大妻中学校１年）
青谷
あ お た に

真朱
ま そ ほ

（九段中等教育学校１年）
※受賞作品集は九段生涯学習館（九段南１－５－１０）、
出張所、区政情報ルーム（区役所１階）で配布して
います。

第2回文学賞のテーマは「まつり」
応募資格 どなたでも応募できます。
応募作品「まつり」をテーマにした小説（日本語で書か
れたもの）。
応募規格 手書きは不可。４００字詰原稿用紙に換算して
１２０枚程度。A４サイズの用紙を使用し４０字×４０行
（縦組み）で印刷したものに、必ず表紙をつけて綴じ
てください。
表紙には小説のタイトル、住所、氏名（ペンネーム

の場合は本名も記入）、年齢、職業、電話番号、メー
ルアドレス（所有者のみ）、４００字詰原稿用紙に換算し
た枚数、６００字程度のあらすじを記入。
応募期間 ５月１日～１０月３１日（消印有効）
賞金 大賞１編２００万円
選考委員 逢坂

お う さ か

剛
ご う

さん（作家）、唯川
ゆ い か わ

恵
け い

さん（作家）
発表 平成２０年３月
問合せ 文化スポーツ課　　　 1３２６４－２１１１（代）

ちよだ文学賞受賞者 1面から

▲松平家墓所

平
成
１９
年
度
の
千
代
田
区
指
定
文
化
財
と
し
て
、
新
た
に
３
件
を
指
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
５６
件
を
文
化
財
と
し
て

指
定
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

四
番
町
歴
史
民
俗
資
料
館
1
３
２
３
８
―
１
１
３

▲ジュニア文学賞受賞者の皆さん

（敬称略）
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病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
、
安

心
し
て
医
療
機
関
に
か
か
る
た
め

に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
「
健

康
保
険
」
で
す
。
区
に
居
住
す
る
方

で
、
健
保
組
合
や
共
済
組
合
な
ど
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

以
外
は
、
す
べ
て
区
の
「
国
民
健
康

保
険
」
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。国

民
健
康
保
険
は
、
国
や
都
、
区

の
支
出
金
の
ほ
か
、
加
入
者
（
被
保

険
者
）
が
納
め
る
保
険
料
で
運
営
し

て
い
ま
す
。

病
気
や
け
が
で
医
療
機
関
の
診
療

を
受
け
た
と
き
に
負
担
す
る
割
合

は
、
加
入
者
の
自
己
負
担
が
１
〜
３

割
＝
図
表
１
＝
で
、
区
は
残
り
の
７

〜
９
割
を
医
療
機
関
に
支
払
い
ま

す
。こ

の
ほ
か
に
、
医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
と
き
は
高
額
療
養
費
が
受
給

で
き
ま
す
。
４
月
か
ら
７０
歳
未
満
の

方
は
、
入
院
時
の
窓
口
負
担
が
「
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
の
負
担
」
に
な

り
ま
す
。
入
院
の
予
定
の
あ
る
方
は

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
申
請
が

必
要
で
す
。

※
自
己
負
担
限
度
額
は
、
平
成
１９
年

度
版
国
保
の
て
び
き
や
広
報
千
代

田
３
月
５
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
入
院
中
の
食
事
代
の
一
部

負
担
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
の

出
産
育
児
一
時
金
（
３５
万
円
）、
亡

く
な
っ
た
と
き
の
葬
祭
費
（
７
万
円
）

等
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。
事
前
申
請

に
よ
り
、
出
産
育
児
一
時
金
を
医
療

機
関
が
受
け
取
り
、
出
産
者
は
３５
万

円
を
超
え
た
額
だ
け
支
払
う
「
受
取

代
理
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
料
率
が
決
定

平
成
１９
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料

率
が
決
ま
り
ま
し
た
。
年
間
の
保
険

料
は
、
均
等
割
と
所
得
割
を
合
算
し

た
金
額
＝
図
表
２
＝
と
な
り
ま
す
。

４０
歳
〜
６４
歳
の
方
が
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
基
礎

（
医
療
）
分
と
介
護
分
を
合
わ
せ
た

保
険
料
を
、
国
民
健
康
保
険
料
と
し

て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

６５
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、

国
民
健
康
保
険
料
と
は
別
に
区
に
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
介
護
保
険

料
の
決
定
通
知
は
、
４
面
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
保
険
料
を
納
め
る
期
間

保
険
料
は
、
６
月
中
旬
に
送
付
す

る
納
付
書
（
１０
期
分
）
で
納
期
限
を

確
認
し
て
、
納
め
て
く
だ
さ
い
。
保

険
料
は
加
入
し
た
月
か
ら
、
や
め
た

月
の
前
月
ま
で
の
分
を
納
め
ま
す
。

手
続
き
を
し
た
と
き
か
ら
で
は
な

く
、
加
入
し
た
と
き
か
ら
で
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

保
険
料
の
納
付
は
、
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
一
度
手

続
き
す
れ
ば
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も

あ
り
ま
せ
ん
。
希
望
す
る
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
引
き
落
と
し
は
毎
月
末
日
（
金
融

機
関
が
休
業
日
の
場
合
は
翌
営
業

日
）
で
す
。

加
入
者
の
健
康
保
持
・
増
進
の

た
め
、
次
の
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

対
象

申
し
込
み
日
現
在
、
満
４０

歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
、
保
険
料
の
未
納
が
な
い

方
利
用
方
法

国
民
健
康
保
険
係
で

利
用
申
し
込
み
の
手
続
き
を

し
、
発
行
さ
れ
た
利
用
券
を
施

設
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
施

設
窓
口
で
は
、
利
用
料
か
ら
補

助
額
を
差
し
引
い
た
額
を
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

■
人
間
ド
ッ
ク
利
用
補
助

区
が
指
定
し
た
区
内
の
医
療
機

関
で
人
間
ド
ッ
ク（
日
帰
り
）を
受

診
し
た
と
き
、
２
万
円
を
補
助
し

ま
す
（
年
度
内
１
回
）。

■
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
補
助

区
が
指
定
し
た
区
内
の
施
術
所

で
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
受
け
た
と
き
、
１
回
１
千
円
を

補
助
し
ま
す
（
年
度
内
２４
回
ま

で
）。

■
プ
ー
ル
利
用
補
助

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
旧
総
合

体
育
館
）、
昌
平
童
夢
館
、
神
田

さ
く
ら
館
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
一

番
町
、
ち
よ
だ
パ
ー
ク
サ
イ
ド
プ

ラ
ザ
、

町
小
学
校
の
区
営
６
施

設
を
利
用
し
た
と
き
、
１
回
に
つ

き
全
額
（
２
時
間
４００
円
）
を
補
助

し
ま
す
（
年
度
内
６
回
ま
で
）。

※
年
間
を
通
し
て
利
用
で
き
る
保

養
施
設
の
あ
っ
せ
ん
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

国
内
の
旅
行
等
で
保
険
証
を
持

た
ず
に
病
気
や
け
が
を
し
、
医
療

費
全
額
を
自
己
負
担
し
た
と
き

は
、
必
ず
領
収
書
と
診
療
報
酬
明

細
書
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

後
日
、
世
帯
主
か
ら
の
申
請
に
よ

り
支
払
っ
た
医
療
費
（
保
険
単
価

に
換
算
し
た
額
）
の
７
〜
９
割
を

払
い
戻
し
ま
す
。
海
外
に
お
出
か

け
の
方
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

健健
康康
なな
生生
活活
をを
支支
ええ
るる
国国
民民
健健
康康
保保
険険

―
保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
ず
に
―

問
合
せ

税
務
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係
1
５
２
１
１
―

４
２
０
４

国
民
健
康
保
険
の
仕
組
み

■
退
職
し
た
と
き

勤
務
先
を
退
職
し
て
、
職
場
の

健
康
保
険
を
や
め
た
方
や
そ
の
扶

養
家
族
の
方
は
、
区
の
「
国
民
健

康
保
険
」
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
保
険
料
は
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
た
日
（
退
職
の
翌
日

を
含
む
月
）
か
ら
納
め
ま
す
の
で
、

手
続
き
が
遅
れ
る
と
保
険
料
を
加

入
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
（
最
長

２
年
間
）
納
め
て
い
た
だ
き
、
そ

の
間
の
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

※
退
職
後
も
職
場
の
健
康
保
険
を

任
意
継
続
加
入
す
る
方
（
手
続

き
は
資
格
喪
失
日
か
ら
２０
日
以

内
）
は
、
国
民
健
康
保
険
の
手

続
き
は
不
要
で
す
。

■
就
職
し
た
と
き

就
職
し
て
、
新
た
に
勤
務
先
の

健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
、
そ

の
扶
養
家
族
に
な
っ
た
方
は
、
加

入
者
自
身
が
国
民
健
康
保
険
を
や

め
る
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
手
続
を
し
な
い
と
、
加
入

し
た
ま
ま
と
な
り
、
保
険
料
を
二

重
に
納
め
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
資
格
が
な
く
な
っ

た
国
民
健
康
保
険
証
で
診
療
を
受

け
た
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
が

負
担
し
た
医
療
費
を
、
後
日
返
還

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
世
帯
の
一
部
の
方
が
、
就
職
し

た
と
き
も
同
じ
手
続
き
が
必
要
で

す
。

■
そ
の
他
の
手
続
き

転
出
入
し
た
と
き
や
世
帯
主
、

氏
名
を
変
更
し
た
と
き
な
ど
＝
図

表
３
＝
は
１４
日
以
内
に
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

届
出
は
１４
日
以
内
に

保
険
料
の
納
め
忘
れ
に

ご
注
意
を

平
成
１９
年
度
の

保
険
料
率
と
保
険
料

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
各
種
保
険
事
業旅

先
で
病
気
や
け
が
を

し
た
と
き

▼図表3  こんなときは必ず手続きを

こんなとき

区に転入してきたとき（注１）

外国人登録をしたとき（短期滞在者を
除く）

職場の健康保険をやめたとき（注１）（注
２）

職場の健康保険に入ったとき（注１）

保険証を紛失したとき

世帯主・氏名が変わったとき、区内で住
所が変わったとき、世帯の合併・分離の
とき（注１）

注１．出張所でも手続きできます。 
　　※保険証の受け渡しは原則郵送ですが、お急ぎの場合は、税務保険年金課（区役所２階)へ
　　　おいでください。運転免許証やパスポートなどの官公庁が発行した写真付きの本人確認
　　　できるものをお持ちいただいた場合は、即日交付できます。
注２．世帯主が職場の健康保険等に加入している場合は、別途必要な書類がありますので、お問
　　い合わせください。

生活保護を受けるようになったとき

死亡したとき

勤務先の保険証、国民健康保険証

国民健康保険証、はんこ、葬儀の領
収書等

保護開始決定通知書、国民健康保
険証、はんこ

はんこ、保険料領収書、運転免許証
等本人確認できるもの

国民健康保険証、はんこ

子どもが生まれたとき

区から転出したとき（注１）

外国人で区外に転出するとき

生活保護を受けなくなったとき

外国人登録証

職場の健康保険をやめた証明書

母子手帳、国民健康保険証、はんこ

保護廃止決定通知書、はんこ

国民健康保険証

国民健康保険証、外国人登録証

特にありません。

必要なもの

加

入

す

る

場

合

や

め

る

場

合

そ

の

他

▼図表１  医療機関の窓口で支払う自己負担割合

年　齢

０～２歳

３～６９歳

２割

３割

１割

３割
７０歳以上

一般
一定上位所得者

※　の医療証をお持ちの就学前児童の医療費は、区が全
　額助成します（入院時食事代は除く）。なお、１０月から
　助成の対象を中学生まで拡大します。

自己負担割合

乳

▼図表2  平成19年度国民健康保険料の保険料率

所得割
（平成19年度住民税額）

均等割
（一人あたり）

賦課限度額
（世帯あたり）

基礎（医療）分
１００
１２４

３５，１００円

１２，０００円

５３万円

９万円介護分
１００
１２

■
納
付
が
困
難
な
方
は
ご
相
談
を

病
気
療
養
や
災
害
に
あ
っ
た
な
ど

や
む
を
得
な
い
事
情
で
、
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料
の

徴
収
を
猶
予
し
た
り
、
減
額
や
免
除

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
前

年
中
の
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の

と
き
に
、
保
険
料
の
均
等
割
額
を
減

額
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
滞
納
し
て
い
る
方
は
ご
注
意
を

病
気
療
養
や
災
害
な
ど
の
特
別
な

理
由
も
な
く
１
年
以
上
滞
納
し
て
い

る
方
は
、
保
険
証
を
返
却
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
と
し
て

「
資
格
証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
は
、
医
療

費
を
い
っ
た
ん
全
額
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
、
後
日
、
申
請
に
よ
り
保
険

給
付
分
を
返
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
納

付
の
な
い
方
は
、
お
返
し
す
る
保
険

給
付
分
を
未
納
保
険
料
に
あ
て
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

広　　告



障害者福祉サービス　より身近に

No.1205 19.4.5（4）区役所の代表電話　3264ー2111

■説明会
年間１６回行う講演会や社会見学

（参加費＝別途実費）などの説明会を
開催します。通年受講者の登録も
受け付けます。当日直接会場へ。
※社会見学への参加は、通年受講
者が優先となります。
とき ４月１３日（金）午後１時３０分～
会場 高齢者センター４階集会室
対象 ６０歳以上の区内在住者
■開講記念講演会「大江戸えころ
じー事情」
どなたでも参加できます。

とき ４月２０日（金）午後１時３０分～
会場 高齢者センター４階集会室
講師 石川英輔さん（作家・元NHK
「コメディー道中でござる」解説

者）＝写真＝
定員 ５０名（申込順）
申込み 電話また
は直接高齢者セン
ター（神田神保町
２－２０1３２６５－

３９８１）へ。

※説明会に参加した方や通年受講
者は事前の申込みは不要です。

新体力テストで、体力の現状を
体育指導委員が判定します。
対象 ６５歳～７９歳で、おおむね３０名
以上のグループ（町会など）
※２０歳～６４歳の方は、７面をご覧く
ださい。
内容 握力、上体起こし、長座体
前屈、開眼片足立ち、１０ｍ障害物
歩行、６分間走、ＡＤＬ（日常生
活活動調査）
申込み 希望日の１か月前までに
電話で文化スポーツ課（1３２６４
－２１１１（代））へ。

※随時受付。会場については、ご
相談ください。

■平成19年度の年金額
平成１８年度と同額になります。

老齢基礎年金額＝７９２,１００円
障害基礎年金＝１級・９９０,１００円／２
級・７９２,１００円

遺族基礎年金＝７９２,１００円
遺族基礎年金の子の加算額＝第１
子・第２子・２２７,９００円／第３子以
降・７５,９００円
※いずれも年額です。
問合せ 千代田社会保険事務所

1３２６５－４３８１

６５歳以上の方は、介護保険料のお
知らせを４月中旬にお送りします
ので、ご確認ください。
問合せ 高齢介護課介護保険係

1５２１１－４２２４

社会福祉協議会は、一時的に車
いすや松葉づえなどの福祉機器を
必要とする区内在住者に、貸出し
サービスを行っています。
利用料 車いす・月５００円（２年目
以降は月１,０００円)
※1週間以内は無料です。
※配達・回収も行っています（有料）。
※車いすのほか、四点づえ（月２００
円）、松葉づえ（月２００円）、歩行器

（月３００円）もあります。
※他の福祉機器の利用については、
お問い合せください。
問合せ 社会福祉協議会

1５２８２－３７１１
6５２８２－３７１８

ｃｙｄ-ｓｈａｋｙｏ＠ａｇ.ｗａｋｗａｋ.ｃｏｍ

今年４月から障害者自立支援法
の内容の一部が変わります。
■利用者負担の軽減
区民税所得割が１０万円未満世帯で

預貯金の額が単身の場合は５００万円
以内（家族がいる場合は１,０００万円以
内）等の場合に、在宅サービスと通
所施設利用の月額負担上限額が今
までの４分の１に軽減されます＝
下表＝。
■区独自の軽減策は継続
所得税１４万円以下の世帯で、障害

福祉サービスの１割負担を５％に
する千代田区独自の負担軽減策は、
４月以降も引き続いて実施してい
ます。

■地域生活支援事業の拡充
昨年１０月から区の事業として地域

生活支援事業がスタートしました
が、４月から一部を拡充します。
①移動支援
障害者の外出を支援する移動支

援事業で、保護者が病気等で同伴
できない場合に、障害児の通学移
動支援を加えます。
②コミュニケ－ション支援
聴覚障害者に手話通訳と要約筆

記サービス、視覚障害者に音訳（代
読、代筆）サービスを実施します。
問合せ 生活福祉課障害者支援主
査　　　 1５２１１－４２１７

6３２６３－２９４０

▲福祉芸能大会（神田一橋中学校）

平成１９年度の介護保険料

高齢者大学

演芸ボランティアユニット「笑
え

顔
が お

工場
こうじょう

」のお笑いライブです。笑
って＝健康、笑って＝長生きをテ
ーマに、笑顔作りのお手伝い。合
言葉は「生涯笑顔」
とき ４月１４日（土）午後２時～（午
後１時３０分開場）
会場 飯田橋セントラルプラザ１０階
東京ボランティア・市民活動セン
ター会議室Ｂ（新宿区神楽河岸
１－１）
※午前１０時～飯田橋セントラルプラ
ザ２階「ものづくり創作市場内」
アートマ事務局受付で入場整理券
を配布します。
対象 ６５歳以上の方

※付添い２名まで可（要予約）。
出演 「笑顔工場」メイミさん＝
写真右＝、カルーア啓子さん＝写
真左＝ほか
問合せ ｍＡＲＴｍ（アートマ）
事務局　　1５２８１－７８２０

6５２８１－７６１１

笑っていきいき　演芸ライブ

▼在宅サービス・通所施設利用の月額負担上限額の軽減

区分

低所得１

低所得２

一　般

区民税非課税世帯で、障害者または障害児
の保護者の収入が年額８０万円以内

区民税非課税世帯で、低所得１以外

区民税課税世帯で区民税所得割１０万円未満

区民税課税世帯で区民税所得割１０万円以上

世帯の内訳 軽減後上限額 現行の上限額

３,７５０円 １５,０００円

６,１５０円※ ２４,６００円

９,３００円 ３７,２００円

３７,２００円 ３７,２００円
※通所施設利用の場合の月額負担上限額は、３，７５０円になります。

車いす等の貸出し

心と身体の健康に―介護予防教室―
いつまでもイキイキと自分ら

しく生きるために、いろいろな
教室に参加して足腰の衰え、頭

の衰えを予防しませんか。
申し込みは、前日までに各高

齢者在宅サービスセンターへ。

介護予防公園に行こう！
介護予防公園の健康遊具を使

ってみませんか。インストラク
ターが介護予防健康遊具の利用
の仕方、より効果的な使用方法

を説明します。
いずれも午前１０時～正午、午

後１時～３時

会場

シルバートレーニングスタジオ
（毎週火曜午後1時３０分～３時３０分）

高齢期ハッピー栄養教室　
（６月６日（水）・２０日（水）午後２時～４時）
カンツオーネを聴こう､歌おう、発声しよう！
（毎月第４土曜午前１０時～正午）
歯っぴーかむかむ塾（午後1時３０分～３時４５分）
（①６月１１日（月）・７月２日（月）②１１月６日（火）・２７日（火））
女性のためのさわやか教室（尿失禁予防）
（１１月２１日（水）午後1時３０分～３時３０分）

ハッスル体操教室
（毎週月曜午後1時３０分～２時３０分）

心肺機能強化、抒情歌（じょじょうか）を唄おう！
（毎月第２～５木曜午後1時３０分～３時）

ほほえみヨガ教室
（毎週金曜午後1時３０分～３時）

講演会（６月３０日（土）、１１月１７日（土）午後1時３０分～３
時）

シルバートレーニングスタジオ
（毎週水曜午前１０時～正午）

絵手紙（毎月第１木曜午後1時３０分～３時）

太極拳（毎月第１・３水曜午後２時～３時３０分）

※祝日は休講です。

フェルデンクライスメソッド（自然な動きを取り戻す
ために、心地よい小さな動きで脳神経を刺激します）
（毎月第２・４火曜午前１０時～正午）

高齢期ハッピー栄養教室（土曜午後1時３０分～３時）
（①６月２日・１６日・３０日、７月１４日②９月１５日、１０月１３
日・２０日、１１月１０日③1月１９日、２月２日・１６日、３月１日）

プログラム 定員

一番町高齢者
在宅サービス
センター
（一番町１２いき
いきプラザ一番
町内）
1３２６５－６３１１

（岩本町２－１５－３
岩本町ほほえみ
プラザ内）
1５８２５－３４０７

西神田高齢者
在宅サービス
センター

岩本町高齢者
在宅サービス
センター

（西神田１－３－４）
1５２８２－３７１５

３０人

１５人

１０人

３０人

３０人

１５人

１５人

１５人

３０人

３０人

２０人

１５人

１２人

１０人

東郷元帥記念公園 三番町１８ ４月５・１２・１９・２６日（毎週木曜）

４月６・１３・２０・２７日（毎週金曜）西 神 田 公 園 西神田２－３－１１
※雨天中止

会場 所在地 と　き

国 民 年 金

体力測定会

問合せ いずれも高齢者介護課介護予防係　1３２６４－２１１１（代）

身体もぽかぽか



■神田児童館「春だ！ウキウキゲーム会」
児童館のことがよくわかるゲームや

おともだちとなかよくなれるゲームが
いっぱい。だれでも参加できます（就
学前のお子さんは保護者同伴）。
４月１８日（水）１４時～１５時、直接神田児
童館（外神田３－４－７昌平童夢館５
階1３２５３－６０２１）へ。
■富士見児童館「入学・進級おめでと
う会」
楽しいゲームがいっぱい。友達を誘

ってきてね。だれでも参加できます。
４月１８日（水）１４時～１５時３０分、直接富

士見児童館（富士見２－３－６1３２６２－
１０４０）へ。

今回で５５回目となる神田川船の会。
親子で船から、江戸～東京の街巡りを
してみませんか。
５月１２日（土）神田川・小名木川コー

ス、午前の部＝９時集合・９時３０分～
１１時５０分頃／午後の部＝１３時集合・１３
時２０分～１５時４０分頃、東京水辺ライン
（ＪＲ両国駅西口徒歩３分・国技館前
集合・解散）、区内在住・在学の小学校１
年生～６年生（保護者同伴２名１組）各
回１０組２０名（抽選）、費用＝１組３,３００円、
４月２０日（金）（必着）までに往復ハガキ（７
面参照）に希望の部、児童・保護者の
必要事項を記入し、神田川船の会事務
局（〒１３５－００１６江東区東陽２－２－２０
東京ＹＭＣＡ東陽町コミュニティセン
ター内1３６１５－５５６５）へ。
※天候・潮の満干により、コースを変
更することがあります。
※一般受付（大人３,３００円／小・中学生
２,２００円）も行います。

区は、経済的な理由で学校に通うこ
とが困難な児童・生徒に、給食費や学
用品費等を援助しています。区立学校
へ通学している方には、学校を通じて
お知らせします。
区外の学校へ通学して、該当する方

はお問い合わせください。
対象 次のすべてに該当する方①区内
在住②国公立の小･中学校・中等教
育学校（前期課程）の児童・生徒③生
活保護を受けている方またはこれに
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館　　名

相田みつを美術館

出 光 美 術 館

神 田 明 神 資 料 館

宮内庁三の丸尚蔵館

国 立 公 文 書 館

JC I Iフォトサロン

見ればすぐに誰が書いたかわかる文字も、いきなりできあがったものではありま
せん。長い試行錯誤を経て独自の書体にたどり着くまでの過程を明かします。

国宝をはじめとする秀逸な名作の数々を展示。志野と織
部の醍醐味が存分に堪能できます。

日本三大祭、江戸三大祭のひとつ、神田祭は徳川将軍が上覧した天下祭です。山王祭
と江戸を二分するこの大祭礼の神輿、山車、附祭などを細かく分けて解説します。

１９９０年～２００３年にかけて撮影された「Ｔｏｋｙｏ Ｘ」と「Ｔｏｋｙｏ
Ｆｒｅｅｄｏｍ」から、約９０点（全作品モノクロ写真）を展示。

日本国憲法の原本、さらに憲法制定過程と新憲法に伴う諸施
策に関する公文書を展示。６０年前の動きを振り返ります。

絵の創作を楽しまれた香淳皇后のお姿と共に、師や親交のあった
画伯らとの温かいやりとりの一端を作品を通して紹介します。

本年は日本国憲法が施行されて６０年目にあたり、これを記念して、日本国憲法
公布、施行までの経緯や、新憲法の下で第１回国会が開会されるまでを紹介。

漫画家手塚治虫氏が体験した戦争と平和への思いを込めたさまざまな
漫画を通じて、子どもたち、大人たちに伝えたかったメッセージとは。

1,０００円

８００円 1６２１２－３２００

主に企画展・特別展を掲載しています

1３２３４－７８２１

４/２６（木）～５/２０（日）

～最終日未定

５/１

～４/２２（日）

～７/１（日）

５/３（祝）～２２（火）

～５/６（日）

～５/６（日）

～４/１４（土）

 ～８/２６（日） 
※土・日・祝のみ開催

～４/２２（日）（前期）
４/２８（土）～５/２０（日）（中期）

催　し　物 会　期 展示内容等 料金 電話休館日

美術館・博物館等の催し

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

３００円

1５２０８－１０６３

無料

無料

1３２１４－０６２１無料

1３２６１－０３００無料

無料

1３５８１－１６５１

1３２５４－０７５３

月

平日

月  ・金

月
４/２４～５/６
は無休

月
祝日は開館

祝日は開館

月
祝日は開館

月
 ４/３０は開館

月
 ４/３０は開館

月

月

月

月

 ４/３０は開館

 ４/３０は開館

昭 和 館

千 秋 文 庫

大丸ミュージアム・
東 京

東京国立近代美術館
工 芸 館

Ｎａｔｕｒｅ Ｉｎｆｏ Ｐｌａｚａ
丸の内さえずり館

秋田藩主、佐竹家お抱えの狩野派絵師たちが描いた模写絵の中
から、今回は中国画を中心に展示し、狩野派の技法を紹介。

ゴールデンウィークに、切手でその起源や世界記録などを学び、
科学を通して体験する「参加型スポーツ科学体験イベント」

日本におけるシュルレアリスム傾向の絵画の金字塔《眼のある風景》
をはじめ、晩年の自画像３点など代表作約１３０点を一堂に公開。

岡部嶺男の独創性に富んだ作陶活動を没後初めて回顧し、初期か
ら最晩年までの作品約１７０点を一堂に展観。その軌跡をたどります。

地球環境を考えるフリーマガジン「エバーブルー」のこれ
までの誌面展示と、環境オリジナルグッズを販売。

カメラの歴代主要製品を展示するほか、試作品、モックア
ップなど貴重な資料を展示。

ハイブリッド漆やナノ漆の開発、インクジェット印刷を応用
した蒔絵印刷技法などの最新研究成果を展示。

開館４０周年を記念し、約１，８００点のコレクションの中から、重要文化
財４点を含む、選び抜かれた名品を約９０点展示。

江戸時代に歌舞伎とならぶ娯楽として大変な人気を得た相撲。相
撲錦絵の祖とされる勝川春章の作品から明治時代の作品までを紹介。

本展は実力日本一の陶芸作家を選ぶ公募展です。公募部門の応募９４２点から厳選
された入賞・入選作品１４８点と美術評論家が選んだ招待作品２９点を展示します。

漫画家水木しげる（本名武良茂）氏が一兵士として体験した激戦地での生活、受傷、
復員。敗戦後の混乱期を乗り越えたご労苦を作品、個人資料、映像で伝えます。

４/１２（木）～２４（火）

４/２７（金）～５/６（日）

～５/２７（日）

～５/２０（日）

～４/２８（土）

～６/２４（日）

～４/２２（日）

４/７（土）～５/７（月）

４/２１（土）～６/３（日）
（前期）

４００円 1３２６１－００７５

１１０円 1３２４４－６８１１

無料 1３２８３－３５３６

３００円 1３２６３－７１１０

５００円 1３２２１－４１１１

８００円 1３２３９－５９１１

無料 1３２９６－４４４８

１，３００円

８００円

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

1５７７７－８６００
（ハローダイヤル）

８００円 1３２１２－８０１１

日・祝

日・祝

開館１０周年記念「ひ・み・つ」シリーズ
３連発！　相田みつを　書のひ・み・つ

志野と織部　
―風流なるうつわ―

香淳皇后の御絵と画伯たち

再建日本の出発 
―１９４７年５月  日本国憲法の施行―

手塚治虫の漫画の原点 
～戦争体験と描かれた戦争～

「ｅｖｅｒｂｌｕｅ」展 
～地球の未来と環境問題を考える～

リコー展～リコーフレックスから
ＧＲ ＤＩＧＩＴＡＬまで～

大谷孝吉コレクション 
江戸の華　相撲錦絵

“漆”新世紀－最新テクノロジーに
よる次世代機能材料の研究開発－

開館４０周年記念展 
山種コレクション名品選

佐竹家　狩野派絵師たち

逓 信 総 合 博 物 館 ファミリースポーツフェスティバル
～親子でチャレンジ～

東京国立近代美術館

日本カメラ博物館

明 治 大 学 博 物 館

山 種 美 術 館

ニューオータニ美術館

生誕１００年　靉光展

青磁を極める－岡部嶺男展

第１９回　日本陶芸展

日本国憲法施行六十周年記念展示

武良茂（水木しげる）の人生

大倉舜二写真展「Ｔｏｋｙｏ Ｘ」

神田祭

衆議院憲政記念館

し ょ う け い 館  

1３２２２－２５７７無料

※

※

かつ かわしゅんしょう

あい みつ

※印の施設は、月曜が祝日のとき開館し、翌火曜を休館します。　

神田川船の会

準ずる方
問合せ こども総務課学務係

1５２１１－４２８４

４月１４日・２８日いずれも土曜１４時～

３０分程度、話し手＝１４日・京北学園の
おはなしの会／２８日・小原乃梨子さん
とおはなしフェアリーズ（声優）、ブ
ックハウス神保町（神田神保町２－５
北沢ビル１階1３２６１－５６９１）、当日直
接会場へ。

「ひがた探検」参加者募集

児童館

掲載した写真を差し上げます。詳しくは、広報広聴課へ。

▲おはなし会（ブックハウス神保町）
と　き

５月１９日（土）第１回（春）

７月１４日（土）第２回（夏）

１０月６日（土）第３回（秋）

２月１６日（土）
・予定

平成２０年
第４回（冬）

ひがたで見られる生物を観察し、自然の恵みを
知ります。

船に乗って、簾立て（すだて）漁、アサリ漁を体
験し、獲れた魚を料理します。

遠浅の海、葦原、川の３点セットを観察します。

自分ですいた海苔で海苔巻きを作って食べよう。

内容（予定）

※原則全回出席。全回出席者には「ひがた博士」の賞状を授与します。

青少年委員会は「ひがた」をテ
ーマにしたプログラムを開催しま
す。一滴の水が川の上流から大き
な流れとなって海に流れ込み、海
にひがたを作るまでを、１年間か
けて楽しく学びます。
とき・内容 下表のとおり（全４回）
場所 盤州

ば ん ず

干潟（東京湾内）
※東京湾で唯一、自然のままの形
を残す干潟です。
対象 区内在住・在学の小学生３０名
程度（応募多数の場合は抽選）
費用 実費相当額（全４回で８,０００円
程度を予定）
申込み ４月２４日(火）（必着）までに、

往復ハガキ（７面参照）で千代田区
青少年委員会事務局（〒１０２－
８６８８九段南１－６－１１）へ。詳し
くは、出張所・児童館などで配布
するチラシをご覧ください。

千代田区青少年委員会・中川
1５２７６－２４６１

給食費や学用品費等の援助

おはなし会
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保 健 福 祉 総 合 計 画
男女平等推進行動計画　

■千代田区保健福祉総合計画
だれもが、豊かな地域の福祉力に支

えられ、安心して生活することができ
るまちを目指し「千代田区保健福祉総
合計画」を改定しました。「すこやか
に暮らしあう 福祉都心ちよだ」とい
う将来像を描き、平成１９年度～２３年度
の５か年で進める保健福祉サービス
を、部門別とライフステージ別に分か
りやすくまとめました。
福祉総務課事業調整主査

1５２１１－４２１０

■第3次千代田区男女平等推進行動計画
「性別や世代を超えて多様な個性が

尊重され、だれもが等しく参画できる
共生社会の実現」に向けて、平成１９年
度～２３年度の５年計画「第３次千代田
区男女平等推進行動計画」を作成しま
した。仕事と生活とが調和した社会の
実現など３つの新たな視点と、男女が
共に働きやすい環境を作るなど６つの
目標を設定し、男女共同参画社会の実
現を進めていきます。
国際平和・男女平等人権課

1５２１１－４１６６

4月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０

5月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０ ３１

家庭の不用品を格安で回収・処分するとのチラシ広告を配布し、高額な
料金を請求する事業者がいます。不用品を廃棄するときはご注意ください。

千代田清掃事務所1３２５１－０５６６

不用品の格安回収に注意

国民年金

食品を買ったものの期限が切れ、
処分した経験は、どなたでもある
と思います。
期限表示は、未開封の食品を製

造者が設定した方法で保存した場
合に、安全に食べられる目安とし
て１０年以上前に設けられました。
消費期限…製造・加工してから、
おおむね５日以内は、安全に食
べることができる食品に表示す
る期限。
賞味期限…製造・加工してからも、
日持ちし、安全においしく食べ
ることができる食品に表示する
期限。
製造者は、食品の特性に応じて、

衛生上の危害が発生しない期日よ
り、十分余裕を持って期限表示を

設定しています。ただし、期限表
示は食品の保存方法と密接に関係
していますので、製造者が定めた
方法で保存しないと、期限前でも
食品がいたむ場合があるので注意
しましょう。
家庭で食品を買い置きする場合、

その食品に合った方法で保存し、
開封したら早めに食べるようにし
ましょう。
日本は食糧の６割以上を海外か

らの輸入に頼っています。賞味期
限表示を参考に、食べ物を大切に
することを心がけましょう。
千代田保健所生活衛生課食品衛

生担当　　　　　　 1３２９１－３６４５
町庁舎食品衛生担当

1３２２１－１３１１

消費期限 と 賞味期限

４月から竹橋交番が竹橋地域安全セ
ンターに変わりました。地域安全セン
ターは、警察官OBである地域安全サ
ポーターが、地域の安全支援や防犯等
の相談へのアドバイスをします。サポ
ーターが不在の場合でも、テレビ対話
システムで管轄する　町警察署へ連絡
がとれるようになっています。また、
警察官が昼夜問わず立ち寄り、周辺を
パトロールし、治安の向上に努めてい
ます。
竹橋地域安全センター

一ツ橋１－１－１
1３２３４－０１１０内線５０６０

固定資産税・都市計画税の軽減
平成１９年度も固定資産税・都市計画

税への軽減措置を継続します（２３区内）。
商業地等に対する負担水準の上限引下
げ、小規模住宅用地、小規模非住宅用
地、新築住宅に対する軽減の４種類で
す。
詳しくは、不動産の所在する区の都

税事務所にお問い合わせください。
千代田都税事務所固定資産税課

1３２５２－７１４１

■平成19年度の国民年金保険料が決
まりました
平成１９年度（平成１９年４月～平成

２０年３月）の国民年金保険料は月額
１４,１００円となりました。通知と納付書
は４月上旬にお送りします。
■35歳の方に年金加入記録通知を送り
ます
社会保険庁は、３５歳の方を対象に

「年金記録加入通知」を社会保険業務
センターからお送りするサービスを３
月から始めました。３５歳の誕生月の前
月に、保険料の納付実績などをお知ら
せします。
ただし、共済組合員、住所記録の未

収録者、外国居住者などの方には郵送
しません。
千代田社会保険事務所1３２６５－４３８１

竹橋地域安全センター

生
活
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

を作成

税　　金

東京国立
近代美術館

竹橋駅

内堀通り

▲
九
段
下

清
水
濠

竹橋

毎日新聞社
パレスサイドビル

高速道路

竹橋地域安全
センター

日ごろから、積極的に消防団
活動をしている事業所に、区内
各消防署から消防団協力事業所
表示証が交付されました。
丸の内消防団
・（株）東京交通会館
・三菱地所（株）
・（株）三菱東京ＵＦＪ銀行本店
・第一生命農林中金ビル管理（株）
・富国生命ビル（株）
・（株）東京會舘
・（社）日本工業倶楽部
・（株）清光社（丸紅ビル内）
・（財）東京市政調査会
町消防団

・日本郵政公社 町郵便局
・日枝神社
・靖国神社
・千代田区役所
神田消防団
・（株）久保工
・東光電気工事（株）

・日本大学法学部
・日本大学経済学部

■消防団員を募集
災害時、地域の防災リーダー

となるのが消防団です。多くの
皆さんの入団をお待ちしていま
す。
丸の内消防団 1３２１５－０１１９
麹町消防団 1３２６４－０１１９
神田消防団 1３２５７－０１１９

―いずれも―
計画の全文（A4判５００円）は、区政情報ルーム（区役所１階）で販売します。
概要版（無料）は、区政情報ルーム、各担当課、出張所で配布します。また区ホ

ームページ（http://www.city.chiyoda.lg.jp）にも掲載しています。
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敷金・賃貸トラブル１１０番
面談と電話での相談があります。
４月１４日（土）・１５日（日）１０時～１６時

●面談（要予約）
会場＝司法書士総合相談センター

（新宿区本塩町９－３司法書士会館１階）
面談予約専用　　　 1３３５３－９１９１
受付＝月曜～金曜の９時～１７時

（１２時～１３時を除く）
●電話（当日直接）
当日相談専用　　　 1３３５３－９２０５
東京司法書士会　　 1３３５３－９１９１

５０店舗が出店します。思わぬ掘り出
し物があるかもしれません。
４月１４日（土）１０時～１６時（雨天中止）、

セントラルプラザ・ラムラ（飯田橋
４－１０－１）
神田楽市坐　　 1０９０－３２７１－５２８０

歌とギターとピアノによるコンサー
トです。「人と人とのつながり」を音
楽を通して感じてください。
４月１５日（日）１２時３０分～１５時（雨天

決行）、日比谷野外小音楽堂（日比谷
公園１－５）、出演＝田宮俊彦さん、
THE BORDERLINEほか。当日直接会
場へ。
歌人会・佐藤　 1０９０－２４４７－１９９７

「みどりの夢２３」事業は「再生品の
イメージアップと利用拡大」を目的に、
２３区で回収した古紙で再生品（トイ
レットペーパー・ティッシュペーパ
ー）を作成してきました。しかし、事
業開始後１０年が経過し、先駆けとして
一定の役割を果たしたこと、グリーン
ガイドラインに適合する民間のリサイ
クル商品が拡大してきたことなどによ
り、８月２１日で終了します。
今後も資源リサイクルと再生品の利
用にご協力をお願いします。
環境推進課　　　　 1５２１１－４２５９

無料法律相談会

フリーマーケット

１,０００人の歌人会

「みどりの夢２３」８月に終了



ふたばサービスで提供している家事
支援や通院の外出介助、子育て支援な
ど、地域の助け合いによる家事援助サ
ービスの協力会員を募集しています。
活動費 １時間８００円～
協力会員説明会 ４月１０日(火)１４時～／
５月１０日(木)１８時～／６月１２日(火)１４時
～、西神田併設庁舎(西神田１－３－
４)、電話で社会福祉協議会ふたば
サービス（1５２８２－３７１３）へ。

４月２０日（金）＝スポーツセンター（内
神田２－１－８）、６月１日（金）・７月６日
（金）＝九段生涯学習館（九段南１－５－
１０）、いずれも１９時～、区内在住・在
勤者、費用＝１回２００円、指導＝千代田
区民踊連盟、当日直接会場へ。
文化スポーツ課1３２６４－２１１１（代）

若手会計士が語る今どきの社会常識
ビジネスの現場で活躍する会計士が

「CSRとコンプライアンス」など最新
の重要なトピックスをわかりやすく解
説します。
４月２６日～７月２６日の毎週木曜（５

月３日を除く全１３回）、１８時３０分～
２０時、専修大学神田校舎（神田神保
町３－８）、講師＝新日本監査法人会
計士、受講料＝一般４,０００円／卒業生
３,０００円／在学生２,５００円

詳しくは、専修大学ホームページ
（http://www.acc.senshu-u.ac.jp/
career）をご覧ください。
専修大学キャリアデザインセンター

事務課　　　　　　1０４４－９１１－７１８９

異邦人「藤田嗣治
つ ぐ は る

」の生涯を追って
藤田嗣治は、大正から昭和にかけて

日本人で初めて国際的な評価を得て、
エコール・ド・パリの画家としてフラ
ンスで活躍しました。その生涯を、彼
の評伝の著者が語ります。
４月２６日（木）１８時３０分～１９時３０分、

グランドアーク半蔵門（隼町１－１）、
講師＝近藤史人

ふ み と

さん（NHKプロデュー
サー）、定員＝３０名、前日までに電話
で千代田区文化芸術協会（1５２１４－
１００７）へ。

４月２９日（祝）９時～、スポーツセンター（内
神田２－１－８）、区内在住・在勤者、費
用＝１人１種目１,０００円、４月１３日（金）（必着）
までに所定の申込書（スポーツセンター
で配布）を千代田区バドミントン協会・
前川（〒１０１－００２１外神田２－１４－３1
３２５１－１４１３）へ。

職種 Ⅰ類（事務、土木造園、建築、機
械、電気、福祉、衛生監視、保健師）
試験日 ５月６日（日）（第１次）
申込み ４月１０日（火）（消印有効）までに
郵送で特別区人事委員会へ。
詳しくは、区役所等で配布する採用

試験案内をご覧ください。
※４月１０日（火）・１１日（水）は特別区人事委
員会または区役所職員課窓口でも受
け付けます。
特別区人事委員会事務局任用課採用

係　　　　　　　　　 1５２１０―９７８７
http://www.tokyo23city.or.jp/

saiyou-siken.htm
職員課人事担当　　 1５２１１－４１５０

５月１３日（日）９時～、スポーツセンタ
ー（内神田２－１－８）、区内在住・在勤
者・千代田区卓球連盟登録者（登録は
随時受付）など、費用＝シングルス
１,０００円／ダブルス２,０００円、４月１８日
（水）（必着）までに申込書（スポーツセン
ターで配布）を千代田区体育協会（〒
１０１－００４７内神田２－１－８スポーツセ
ンター内）へ。
千代田区卓球連盟・杉本

1３２９１－７３９５（平日９時～１７時）
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ふたばサービス協力会員

成年後見人の具体的な仕事や家庭裁
判所への成年後見申立ての方法など、
実際に後見人をしている講師が丁寧に
説明します。
４月２６日（木）１３時３０分～１５時、いきい

きプラザ一番町２階介護者教室（一番
町１２）、講師＝山我

や ま が

日登美
ひ と み

さん（とりこ
え社会福祉士事務所）、電話またはフ
ァクシミリ（記入例参照）で　町地域
包括支援センター（1３２６５－６１４１6

３２６５－６１３８）へ。

チェコ少女合唱団「イトロ」の美し
い歌声をお楽しみください。２５組５０名
を招待します。
５月２３日（水）１８時４５分～、日比谷公

会堂（日比谷）、入場料＝当日４,２００円/前
売一般３,５００円/前売高校生以下５００円
招待券希望者は往復ハガキ（記入例

参照）で千代田区民音楽協会・緒方
（〒１０１－００２１外神田６－１６－９1３８３１－
０９２７）へ。
※チケットの購入については、お問い
合わせください。

新体力テストで、体力の現状を体育
指導委員が判定します。
対象 ２０歳～６４歳で、おおむね３０名以上

のグループ（町会など）
※６５歳～７９歳の方は４面をご覧くださ
い。
内容 握力、上体起こし、長座体前屈、
反復横とび、２０ｍシャトルラン（往
復持久走）、立ち幅跳び
申込み 希望日の１か月前までに電話
で文化スポーツ課（1３２６４－２１１１
（代））へ。
※随時受付。会場はご相談ください。

■養生気功ちよだ
自己の自然治癒力を高める健康づく

りの気功です。毎月第２・第４火曜１８
時３０分～２０時、主に九段生涯学習館
（九段南１－５－１０）、月会費２,５００円

1３８３２－８０４７高橋
■アロマテラピーサークル
暮らしに役立つアロマテラピーを楽

しく学ぶサークルです。一緒に勉強し
て心も体も元気になりましょう。月１
回土曜１３時３０分～１４時４０分、主に九段
生涯学習会館（九段南１－５－１０）、
月会費２,０００円（材料費別）

1０９０－２３２８－７８９４堀
■千代田クリスタルクラブ
社交ダンスを通じて、楽しい仲間づ

くりをしませんか。初心者大歓迎です。
毎週水曜１９時～２１時、昌平童夢館（外
神田３－４－７）、月会費４,０００円／入
会金３,０００円

1３２９１－８１０６星

文化芸術を担う子どもたち
の育成のため、各文化芸術の
分野で、区内で日常的に子ど
もたちの育成活動を行ってい
る団体に事業経費を助成しま
す。申請後に審査を行い、承
認された団体に助成金を交付
します。
対象分野 音楽・美術・茶
道・華道・舞踊・囲碁・将
棋など文化芸術に関するもの
対象 次の要件をすべて満たす団体
①区内の子どもから公募し、区内に
活動拠点を持って、子どもたちの
文化芸術に関する育成活動を行っ
ている。
②年間を通じて活動している。
③非営利団体である。
④宗教または政治活動を目的とする
団体でない。
⑤活動の成果を区内で発表する機会
がある。

⑥指導体制が確立し、年間の事業計
画に基づき活動している。
⑦他の公的助成を受けていない。
対象期間 ４月１日～平成２０年３月
３１日

助成額 事業経費の２分の１（上限
３０万円）
申込み ５月３１日（木）までに所定の申
込用紙（文化芸術協会で配布）を直
接千代田区文化芸術協会（九段南
１－５－１０九段生涯学習館内1

５２１４－１００７）へ。
民踊講習会

専修大学
キャリア支援公開講座

おとなの寺子屋

区議会だより 一部地域で郵送配布
ちよだ区議会だよりは、定例会や

臨時会を開会するごとに発行し、新
聞折り込みで皆さんにお届けしてい
ます。
平成１９年第１回定例区議会号（４

月下旬発行予定）から、次の地域を
新聞折り込みから郵送での配布に変
更します。無料で郵送しますので、
ご希望の方は、電話、ファクシミリ
またはEメールで住所・氏名・電話
番号を区議会事務局へご連絡くださ
い。また、千代田区内であれば、ど
の地域へも郵送しますので、ご連絡
ください。

郵送地域
丸の内１～３丁目、大手町１・２丁目、

内幸町１・２丁目、有楽町１・２丁目、
霞が関１～３丁目、永田町１・２丁目、
皇居外苑、日比谷公園、千代田
区議会事務局調査係

1５２１１－４２９７6３２８８－５９２０
kugikai@city.chiyoda.lg.jp

■広報千代田も郵送します
広報千代田も同様に千代田区内は

無料で郵送します。ご希望の方は、
住所・氏名・電話番号を広報広聴課
へ。 1５２１１－４１７４6３２３９－８６０４
chiyoda@city.chiyoda.tokyo.jp

春季バドミントン大会

平成１９年度
特別区職員の採用試験

ラージボール卓球大会

申込書の記入例

①催しなどの名称

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④年齢

⑤電話番号

※いっとき保育（満１歳～小学校就学前が対象）
　を希望する方は記入
　⑥お子さんの氏名（ふりがな）⑦生年月日
※往復ハガキの場合は返信側にも住所・氏名
　を忘れずに。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、所在地、
　電話番号を追記。
※費用の記載の無いものは原則無料。

文化芸術で子どもを育てる
活動団体に助成

介護者教室
成年後見制度を学ぶ

体力測定会

4月から施設の名称を変更しました。九段生涯学習館は旧九段社

会教育会館、スポーツセンターは旧総合体育館です。施設は指定

管理者が運営しています。

「納涼民踊の集い」で踊る民踊連盟の皆さん

九段生涯学習館・スポーツセンター

チェコ少女合唱団
―ボスニア風物語―
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飼い犬の登録と狂犬病予防注射
生後９１日以上の飼い犬は、毎年１

回狂犬病予防注射を接種することと
飼い始めて３０日以内に登録すること
が法律で義務付けられています。老
犬や病気等で接種ができない場合は
お問い合わせください。
費用（１頭につき）＝登録料３,０００円／

注射済票５５０円／予防注射３,０００円
※会場に来られない方は、動物病院
で予防注射を受けた後、保健所ま
たは出張所で注射済票の交付と登
録をしてください。生涯登録済の
場合は、登録は不要です。

スポンサー企業を募集
環境にやさしい新リユース食器

区では、平成１６年から洗って繰り返
し使える「リユース食器」を町会の祭
りやイベントなどに貸し出し、年々ご
みの減量とリサイクル意識の向上に効
果をあげています。

現在の貸出し品目「カップ大・カッ
プ小・皿」に加え、要望の多かった
「どんぶり」「はし」が新たに加わりま
す。今回、新しく作成するどんぶりの
スポンサーを募集します。スポンサー
になると、企業のロゴや環境メッセー
ジなどを印刷できます。印刷した企業
デザインは、リユース食器耐用回数満
了まで使用します。
作成するどんぶり 直径１３５～１４５mm、
１,０００個

応募締切 ４月２７日（金）
申込み方法など詳しくは、お問い合

わせください。
環境推進課ごみ減量係

1５２１１－４２５９

千代田区制６０周年と千代田区文化
芸術協会２５周年を記念して、邦楽界
で人間国宝の称号を持つ家元、太夫
の皆さんが競演します。文化芸術協
会会長の新内仲三郎さんと区長の対
談もお楽しみに。
清元「神田祭」
清元
き よ も と

清寿
ぜ い じ ゅ

太夫
だ ゆ う

さん（浄瑠璃）、清元
き よ も と

榮三
え い ぞ う

さん（三味線）
長唄「綱館

つなやかた

」
鳥羽屋
と ば や

里長
り ち ょ う

さん（唄）
新内「日高川」 鶴賀

つ る が

若狭掾
わかさのじょう

さん（浄
瑠璃）、新内

し ん な い

仲三郎
な か さ ぶ ろ う

さん（三味線）
箏曲「赤壁賦

せ き へ き の ふ

」

山勢
や ま せ

松韻
しょういん

さん（箏）、山本
や ま も と

邦山
ほ う ざ ん

さん
（尺八）、堅田

か た だ

喜三久
き さ く

さん（鳴物）
監修 竹内道敬

み ち た か

さん
とき ６月２８日（木）１８時～２０時
会場 国立劇場小劇場（隼町４－１）
定員 ５００名
入場料 ５,０００円（全席指定）
申込み 電話またはファクシミリ
（７面参照）で千代田区文化芸術協
会（1５２１４－１００７6５２１４－１０１７）
へ。チケットぴあ（1０５７０―０２―
９９９９）、国立劇場窓口でも販売し
ます。

千 代 田 区 制 ６０ 周 年 記 念

飼い主のいない猫を区内にこれ以
上増やさないため、去勢・不妊手術
を行う方に手術費用の一部を助成し
ます。なお、保健所では飼い主のい
ない猫を手術のために保護する場合
のみ、トラップケージ（捕獲器）を
貸し出します。希望者は電話でお申
込みください。
助成限度額（１頭につき）
去勢手術（オス）１７,０００円

不妊手術（メス）２０,０００円
（妊娠中は２５,０００円）

※この助成は、年度途中でも予算枠
に達した時点で終了します。
■普及員の募集
飼い主のいない猫の確認や普及啓

発を行う普及員を募集しています。
―いずれも―

生活衛生課生活衛生係
1３２９１－３６４３

飼い主のいない猫の去勢・不妊手術費助成

千代田図書館は、図書館で貸し出し
しなくなった図書や利用者の方から提
供された図書のリサイクルに取り組ん
でいます。
現在、新庁舎にオープンする図書館

の移転準備をしています。これに合わ
せて、図書や資料を多くの皆さんに活
用してもらうため、特別リサイクルを
行います。ぜひお越しください。
とき ４月１８日（水）１０時～１５時
会場 千代田図書館３階（九段南１―
６―１１）
千代田図書館 1５２１１―４２８８

千代田区商店街連合会事務局と千代
田区観光協会事務局は、区役所３階商
工振興課内から、ちよだプラットフォ

ームスクウェアに移転します。
移転先 ちよだプラットフォームスク
ウェア４階（神田錦町３－２１）

●千代田区商店街連合会
４月１３日（金）まで

1３２６４－２１１１内線２３３７
４月１６日（月）から　　　1５２８１－１１７１

●千代田区観光協会
４月１３日（金）まで　　 1５２１１－４１８４
４月１６日（月）から　 1３２９２－５５３０

男女共同参画センターＭＩＷ
ミ ュ ウ

（神田
和泉町１）は、新庁舎（九段南１－
２－１）への移転準備のため、休館し
ます。
休館日 ４月２０日(金)～５月６日(日)
国際平和・男女平等人権課

1５２１１－４１６６

４月１日から緑の募金が始まりまし
た。緑の募金は東京緑化推進委員会へ
集められ、豊かな水やきれいな空気な
ど、森林や緑の恵みを守り育てるため、
地域の緑化推進事業や森林整備事業な
どに活用されています。
地球温暖化やヒートアイランド現象

など、生活環境変化の改善に向けた施
策推進のための緑の募金にご協力くだ
さい。
募金箱設置場所 環境推進課（区役所
４階）、出張所
実施期間 ５月３１日（木）まで
環境推進課　　　　 1５２１１－４２５５

と　き 会　　場

４月１７日（火） いきいきプラザ一番町（一番町１２）

千代田動物病院（飯田橋４－３－４東京大神宮隣）
和泉橋出張所（神田佐久間町１－１１）
千代田保健所（神田錦町３－１０）

※いずれも１４時～１５時

４月１８日（水）
４月１９日（木）
４月２０日（金）

中小企業の福利厚生は、有限責
任中間法人ゆとりちよだにお任せ
ください。
祝い金・見舞金の給付や人間ド

ック等の健康管理、レジャーや観
劇のチケットあっせんなどを行っ
て い ま す 。
まだ、加入
していない
事業所の方
は、福利厚
生充実のた
めにご加入ください。
対象 区内の企業（従業員３００人以
下）の事業主と従業員　
会費 入会金２００円／月額５００円
※事業所が払った会費は、損金ま
たは必要経費として税控除でき
ます。

主な事業
・給付事業（結婚・入学祝い金、
見舞金、弔慰金等）
・主催事業（各種ツアー、各種セ
ミナー、ボーリング大会等）
・チケットあっせん販売（観劇、

グルメ券、
展覧会、ス
ポーツ観戦
等）
・健康管理
事業（健康

診断、人間ドック、入浴施設、
健康施設）
・宿泊割引契約施設や商品購入等
割引契約施設が多数あります。
有限責任中間法人ゆとりちよだ　

1３２９４－８５５８

中小企業の福利厚生支援

ゆとりちよだに加入を

千代田図書館
リサイクル市

商店街連合会・　
観光協会の移転

MIWの休館

緑の募金

ひと� まち� ふれあい�

３月１８日、神田一橋中
学校体育館で「千代田区
福祉芸能大会」を開催し
ました。
５つの長寿会の皆さん

が、日ごろの練習の成果
を存分に発揮して「明治
一代女」「寿ざくら」な
どの舞踊をあでやかに披

露。会場からはたくさ
んの拍手が送られてい
ました。
また、神田囃子子供

連の獅子舞、わたなべ
儀兵衛歌謡ショーもあ
り、楽しい一時を過ご
していました。

▲写真はイメージです
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